
3.7億年前の赤色砂岩と38億年前の縞状鉄鉱フィジー諸島の山の上での地質調査

1個の石には大陸の動きや火山活動、大気の変遷、生物活動の歴史など、地球が経験してきた

巨大な時間の記憶が詰まっています。岩石が秘めた情報を読み取ることは、地球のしくみを

理解する大きな鍵となります。それは水も同様。地層から湧く水には岩石から溶けた成分が

含まれています。都市化による汚染状況もまた、水を分析することで見えてきます。研究室の

テーマは、岩石や水、大気の化学組成を調べ、地球環境の過去と現在を知ること。「データは

全て石や水の中にあります」と萩谷准教授。「地球上のさまざまな場所で、過去に起きたこと

を知り、未来へと結びつけていくのが研究の目的。土地がたどった歴史を解読すれば、自然災

害などの被害も軽減できる。それが地学を学ぶ意義のひとつです」。九十九里浜での組成解

析では砂の起源と移動経路を明らかにし、海岸保全へのヒントを提示。フィジーの遺跡調査

やハワイの噴火史、スコットランドの地殻進化などをテーマにする学生もいます。「すぐに役

立つことは、じきに役立たな

くなる。我々の相手は何千万

年、何億年という単位の歴

史です」。地球とじかに向き

合う面白さは、この研究室

でこそ、です。

以前から科学が好きだったため、学科の枠

を超えてこの研究室に入りました。特に水

に興味があり、先生の専門である岩石と併

せて、活断層と水の関係を研究テーマにし

ています。三浦半島を歩いて、これまで 30

か所の湧水を発見。長い年月をかけ地中を

流れ湧き出した水は多くのことを語ってく

れます。目には見えない地下の地層の状況

についても知ることができます。今後、研

究を進めれば地中に眠る活断層との関連

性も見えてくるのではないでしょうか。現

在は湧水と岩石成分の化学組成から地下

水の起源について調査中。何事も地道な研

究の積み重ねです。

湧水から

地殻変動を

読み解く

国内外各地でのフィールド調査が中心。研究室

内では試料の切断や研磨、偏光顕微鏡などによ

る分析を行います。フィジー、ハワイ、スコットラ

ンドでの実習も恒例。萩谷准教授の、岩石への熱

い思いに影響される学生も多数です。
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岩石や水の持つ地球の記憶を

読み解き、未来へとつなげていく

実験科目や野外実習科目を通じて、野外調査、機器分析、データ解析などの技能を修得。また、教員や

学芸員、出版･放送人として、科学的なことを平易に説明する能力を養います。 地球科学研究室

［地球科学コース］調べる力、考える力、伝える力を身につけます

キャプションが入ります
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1･2 年次では、物理学･化化学･生物学･地学な

自どの基礎を修得。また、自然科学を学ぶため

情報の基礎として、数学や情報処理を学びます。

は、2 年次以降では、分子科学、生命科学、地球科学

いの 3分野について、専門的な内容を学びます。

4 年次には各コースの研究室に所

属して卒業研究を行います。
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び
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分子科学

生命科学

地球科学

自然科学科

共通科目

■ 野外実習

■ 機器分析

■ 学芸員科目

知識工学部共通科目

知識工学基礎科目

地球の歴史

人類の歴史

量子力学　 統計力学複雑系科学

計算化学

植物学　 動物学　 進化論進化論

生命化学

物理化学　 計算機シミュレーション

生化学　 薬学　　 天然物化学

地質学　 海洋学　 天文学

人類学　 民俗学　 比較文化史

［自然科学プログラム カリキュラム］　　■字は必修科目　　■字は選択必修科目　　■字はリメディアル科目　　※は自由選択科目　／　カリキュラムは2012年 4月予定のもので、一部変更される場合があります。

［分子科学コース］

ソフトマテリアル研究室
身の回りで幅広く応用されているソフトマテリ

アル（高分子）について、熱測定から動的性質に

よるミクロな分子を解析。免震ゴム、燃料電池

電解質膜、記録材料などのものづくりに応用す

る研究を実践。

［分子科学コース］

化学研究室
実験と計算機シミュレーションを基軸に、物質中

の化学成分の分析、分子運動の解析、機能性分子

のデザインに関する研究を実践。分子構造の解

明や微量成分の検出など、社会で求められる化

学的な手法を探究。

［生命科学コース］

生命科学研究室
形態やDNA 情報をもとに、植物を中心に地球

上に生育する生物の生い立ちと生きざまを研

究。フィールドでの観察･形態計測と分子生物

的実験を通して、生物多様性と環境の相互作用

をマクロ視点から探究。

［地球科学コース］

宇宙線研究室
宇宙から降り注いでくる高エネルギーの原子

核や素粒子である「宇宙線」を物理学視点から

観測し、研究。宇宙線が大気に入射した際に生

じる「空気シャワー現象」などを観測し、宇宙線

の謎を解明。

［分子科学コース］

応用数学研究室
国内外の学会、研究会に発表、参加、共同研究

など大変国際的な活動をしています。また、純

粋数学だけでなく応用数学にも主眼をおいて

います。

［分子科学コース］

微分幾何学研究室
電子･原子核にはたらく力や相転移を記述する

ゲージ理論･共形場理論を数学の立場から研究。

［分子科学コース］

位相幾何学研究室
20 世紀に爆発的に発展し、現在では理工系分

野で構造を認識する際の指導原理である位相

幾何学について学びます。

このほかの研究室

カリキュラムは2011年4月現在のものです。
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学科共通科目

分子科学コース

生命科学コース

地球科学コース

卒業研究関連科目

体育科目

教養科目

Study Skills

Communication Skills (1) 

Reading and Writing(1)

Communication Skills (2) 

Reading and Writing (2) TOEIC Preparation

分子の運動

生命と物質

惑星科学

地理学

比較文化史

計算化学

微生物学

大気・海洋学

民俗学

事例研究（2）事例研究（1） 卒業研究

■字は選択科目　■字は必修科目　■字は選択必修科目　■字はリメディアル科目　※は自由選択科目

知識工学汎論

プログラミング（1）

基礎論理回路

データ解析

特別講義（KE-1）※／特別講義（KE-2）※／特別講義（KE-3）※

博物館学実習（2）

情報と特許

野外調査法及び実習（2）

博物館学（3）

博物館学実習（1）

データベースシステム

情報社会と職業

進化論

地球変動論

プレート・テクトニクス

分子構造論 生命の化学

分子物性論

自然科学科実験及び演習

自然と整理

生涯学習概論

博物館学（1）

野外調査法及び実習（1）

現代科学論

博物館教育論

博物館学（2）

映像表現論

オブジェクト指向プログラミング

コンピュータネットワーク

動物学

植物学

宇宙科学

コンピュータシステムプログラミング（2）

［共通分野の詳細はP.24］

● その他、応用科目としてCultural Comparison、Modern Society、スポーツで学ぶ英語等、20科目の選択科目を履修することができます。
● 応用科目は 3キャンパス共通カリキュラムのため、科目により開講されるキャンパスが異なります。

微分方程式論
ベクトル解析学
地学（1）
数値解析
キャリア開発（1）
情報社会と倫理

フーリエ解析学
関数論
地学（2）

インターンシップ※／海外体験実習（1）※／海外体験実習（2）※／科学体験教室実習※

数学基礎
微分積分学（1）
線形代数学（1）
基礎確率統計
物理学基礎
物理学（1）
物理学実験
化学基礎
化学（1）
生物学基礎
生物学（1）
生物学実験
地学実験
コンピュータ概論
知識工学リテラシー
環境概論
科学体験教材開発

微分積分学（2）
線形代数学（2）
物理学（2）
化学（2）
化学実験
生物学（2）
技術日本語表現技法
環境と社会
科学技術史

キャリア開発（2）
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